
◆参加者　のべ 210 人
◆折り鶴　1 万 1000 羽以上
◆募金 30,202 円　◆ペナント 19 本

常滑駅→とこなめ市民交流ｾﾝﾀー
　→名鉄朝倉駅→知多勤労文化会館
　　→東海市公家緑道公園
　　　→名鉄太田川駅
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●常滑駅前
知多平和ちんどんの会の方々が太鼓を鳴らし、花笠をかぶり華やかに出発集

会が開始。約 60名が参加しました。常滑市福祉課長の澤田さんより挨拶。「終
戦 79年となり、たくさんの参加者が集まられており驚いている。一昨年の集
会でも挨拶させてもらったが、平和行進は 60回超えていることに感動を覚え
る。こまめに水分補給して頑張って下さい」と行進団を激励。愛高教知多支部
長の坂井さんは、「今日から教え子たちが修学旅行で広島へ行っている。同じ
高校の若い同僚に平和行進の話をしたところ『素敵な行事をやってるんです
ね！』と言ってくれて平和の思いに感心した。教え子が帰ってきたら伝えてい
きたい。今日は平和を語り継ぐ 1日としたい」。県内通し行進者団長の奥田さ
ん「久しぶりに愛知から全国通し行進者として大村美恵さんが出てくれてる。
5年ぶりに原爆の火を持って歩く。愛知の象徴として皆さんにも記憶に残して
欲しい」。わかやま市民生協リレー行進の白水幹人さん「23歳、戦争の知識は
学校で習った程度で少ない。皆さんの話を聞きたいし、尋ねたら色々と教えて
ほしい。今日の体験を自分の中で考えていきたい」と発言。フィリピンから参
加のれりー・アロガンテさんのあいさつ、知多原水協森川さんからは令和 5年
3月に半田農業高校を卒業した元 3年 B組の生徒が約 1万羽の折り鶴を作って
くれたことが紹介されました。最後はうたごえのみさなさんと「折り鶴」など
を歌って知多の行進が出発しました。

晴天のもと 知多半島（常滑・知多・東海）に反核平和の声響く �
ここも原爆の火先頭に行動広がる



●太田川駅

本日 6/5 のコース

太田川駅前で集会。大村美恵さん「汗水垂らして歩いて
きました！ 12,000 発ある核兵器をなくさないと平和はこな
い！その為に頑張りましょう！」。レリーさん「フィリピン
に 3万人会員がいる組織より国際行進者として参加。暑い
日が続くが、核廃絶の思いを若い世代にも届けていきましょ
う」。行進団長奥田さん「県内行進は 6/11 まで続く。原爆
の火をシンボルに歩いていく。通し行進者より静岡原水協の
小林さんが静岡だけでなく愛知と三重も歩かれると紹介あ
り。事務局の熊谷さんより、募金 3万 202 円以上、ペナン
ト 19 本が集まり、参加者 210 名だったことが報告されま
した。最後はうたごえの皆さんと「青い空は」を歌って閉会。
ちんどんの方が着物姿で歩かれ、「戦争はイヤだ！」と書か
れた旗を持っておられました。最後も華やかに踊っておられ
たのが印象的でした。

●知多市勤労文化会館
知多市勤労文化会館で集会。司会は知多原水協中

村さん。新婦人の山田さんは「休憩時に好評のすい
かを準備。新婦人では夏に原発パネル展、コンビニ
に成人誌を置かない運動をしている。日常的な署名
活動の他に教科書の中身をチェックしている。知多
市内の中学校で修学旅行で大阪万博へ行く話が決ま
りかけている。直接学校へ出向いて大阪万博につい
て話をしに行く予定」と報告。知多市議会議員久野
たきさん「久しぶりの行進コースであり、沿道の方々
と話をした際に『楽しみにしてるよ！』という声を
聞いた。昨年 9月の知多市議会で平和都市宣言が採
択された。「非核」という文言を入れられなかったのが非常に残念
だが、今後も頑張っていきたい」。その後、通し行進者の紹介と共
に折り鶴付きのクッキーメダルを授与された。通し行進者の中には
被っている帽子にたくさんの折り鶴を付けてアピールしている姿も
あった。全国通し行進者の大村美恵さん「5月 6日に東京を出発し、
今日で 28日目。知多地域の方々と会えて嬉しい。サポートしてく
れている夫は被爆 2世。義父は長崎の被爆者。原爆投下時、軍の命
令で片付けなど長時間行い相当量の放射線を浴びたと思う。第 2子
は産まれて 3時間で亡くなった。親族も様々な障害を患っている。
その思いを大切に 91日間がんばりたい」と語り、林学さんの「祈り」
を披露。その歌詞からは何度も核廃絶や戦争反対を求めて苦しみながらも闘う気持ちを表現されていると感
じます。「亡くなった第 2子をお腹の中にいる時からめるちゃんと呼んでいた。彼は産まれた時から脳がな
い状態だった。今回めるちゃんに向けて手紙を書かれた。2曲目の「PRIDE」は、歌詞とめるちゃんへの思
いが重なって感じた。原爆の火に手を振り、涙ぐまれていたのが印象的でした。

手紙の要旨
めるちゃんのおじいちゃんがたくさ

んの放射線を浴びて、それが原因で亡
くなってしまったのならば謝らなくて
はいけない。しかしある時、めるちゃ
んの存在が光になった。それは父親が
めるちゃんとおじいちゃんのことを高
校生に話をしたところ、二度と戦争は
いけないと思ったと感想を寄せてくれ
た。そこからメルちゃんの存在が誇り
になった。

8:10
名古屋市役所前→枇杷島公園→清須市役所

→清洲ふるさとのやかた前→清須春日支所

→北名古屋市永遠の塔→西春駅西公園

9:30

12:10 昼食・集会

集会 10:40 集会

14:20

15:30 16:30集会
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14:00
名古屋市役所　　愛知県庁

15:00表敬訪問 表敬訪問

9:45
大治公民館→花常伊勢田信号→甚目寺観

音前→甚目寺駅前広場

10:20 宣伝 11:00

11:20 集会

②
集会

③ ④


